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株式会社 NHK テクノロジーズ 

においと映像を組み合わせた土砂災害体験コンテンツを開発 

「第 32 回日本災害情報学会」および「SXSW 2026」にて発表・展示 

〜専門家の知見に基づき、五感を通じて防災の重要性を伝える新たな試み〜 

株式会社 NHK テクノロジーズ（本社：東京都渋谷区）は、においと映像を組み合わせた「土砂災害体

験コンテンツ」を開発いたしました。本コンテンツは、2026 年 3 月 14 日(土)〜15 日(日)に東京大学で

開催される「日本災害情報学会 第 32 回学会大会」にて技術報告を行うほか、米国テキサス州で開催さ

れる「SXSW 2026」においても展示を行い、国内外へ向けて、防災への啓蒙に対する新たな方法を提案

いたします。 

■ 開発の背景と社会への想い

近年、日本各地で発生している豪雨による土砂災害は、甚大な被害をもたらしています。こうした中、私

たちの技術を活用しながら、「住民の方々が災害の危険性をより身近に感じ、迅速な避難行動に繋げるた

めにはどうすべきか」という課題に向き合ってまいりました。 

従来の視覚情報に加え、土砂災害の前兆として語られる「におい」を体験にとり入れることで、より深く

記憶に残る防災意識の向上や、次世代の安全な社会づくりに寄与することを願っております。 

■ 本コンテンツの概要と特徴

1. 専門家の監修による信頼性の確保

土砂災害の専門家である広島大学名誉教授・土田孝氏（土田地盤工学研究所）に監修を依頼。被災現場

の証言にある「土臭いにおい」や「腐敗臭」を、香料会社と共に可能な限り忠実に再現しました。

2. AI シミュレーションによる臨場感のある映像

実際の被災現場の映像を使用するのではなく、AI 等を用いたシミュレーション映像（※）を作成。心

理的負担に配慮しつつ、災害の状況を自分事として捉えられる構成としています。

3. 体験設計の知見を共有

学会発表では、制作プロセス、においを用いた体験設計における「ねらい」や「留意点」を報告いたし

ます。この知見を社会に共有することで、防災・減災に向けた技術の発展に貢献したいと考えておりま

す。

■ 出展・発表スケジュール

日本災害情報学会 第 32 回学会大会 会場：東京大学 

• 日程：2026 年 3 月 14 日（土）〜15 日（日）

SXSW 2026（サウス・バイ・サウスウエスト 2026）場所：米国テキサス州オースティン 

• 日程：2026 年 3 月 11 日（木）〜16 日（月）



【株式会社 NHK テクノロジーズについて】 

私たちは、放送技術で培った創造力と技術力を通じて、安心・安全な社会の実現に貢献することを目指し

ています。今後も社会課題の解決に向けた技術開発に邁進してまいります。 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

株式会社 NHK テクノロジーズ  

・担当：デジタル開発技術本部：眞崎 雅理、岩城 真子 メディア技術本部：和田 浩二  

・TEL：03-3481-7820 

・Mail: masaki.m-va1@nhk-tech.co.jp 

・URL：［NHK テクノロジーズ］ 

 

※本コンテンツで使用している映像は、AI 等で作成したシミュレーションであり、実際の災害現場を撮

影したものではありません。 

 

https://www.nhk-tech.co.jp/

